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一人一人の成長につながる節目に 

私は、隣接する秋田県立医療療育センターの総合相談部・地域療育支援部と発達障害者支援

センターに派遣されて、主に相談業務を行っています。その中で、入学、進級、卒業など学校

がつくる「節目」について考えさせられました。 

私たちは人を成長させるために、様々な「節目」をつくってきました。小学校、中学校、高

等学校などの区切りをその「節目」として大切にしています。しかし、子どもの見方がそれに

囚われてしまい、「○年生なのだから」「○年生なのに」というように考えてしまうことで、悩

んだり苦しんだりして相談される多くの方々にお会いしました。 

 

子ども一人一人のスピードややり方は違うのだ、違っていていいのだという認識をもつこと、

一人一人をよく理解して、一人一人の成長、節目を見つめていく目をしっかりと持つことが大

切なのだと感じました。手先が不器用なために「○年生なのにできない A 君」と捉えるのでは

なく、A 君が「できるようになったこと」を A 君の「成長のための節目」という見方にしてい

きたいものです。 

 

春が来て、まもなくまた「節目」がやってきます。人が生きていく中で大切なのは、「用意さ

れた節目」に合わることだけではなく、「自分の節目」を次に生かしていくことだと思います。 

 

  （教諭（兼）教育専門監 跡部 咲子） 
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平成２６年度「きらり」を振り返って                  副校長 籾山 節子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 厳しかった雪国の冬が終わり、暖かい春の息吹が感じられる季節になりました。太陽の日差しや

春の花の香りがとても嬉しく感じられる今日この頃です。 

開校５年目の今年度は「授業づくり」に重点を置いて取り組んだ一年でありました。児童生徒が

生き生きと授業に取り組む姿を目指し、一人一人の「育てたい姿」に向けて日々の実践を積み重ね

てきました。教材教具の工夫にも積極的に取り組みました。中でも訪問教育におけるＩＣＴ機器を

活用した取組に大きな成果がありましたので、ここで御紹介したいと思います。 

◇タブレット端末を活用した訪問学級での授業の様子から 

障害や病気の状態から通学することが難しい場合、教師が自宅や病室を訪問して授業を行っ

ています。平成２７年３月現在１２名が在籍しています。「いろいろな経験をさせてあげたい」

「学校とつながっていたい」という保護者の共通した願いがあります。 

そこで、タブレット端末を活用しての学習に取り組みました。訪問対象者の自宅や医療療育

センターと学校を結んで学習の場の共有（「朝の会」を一緒に実施等）をしたり、学年の仲間

意識の向上（ビデオレターの交換等）を図ることができました。リアルタイムでつながる友達

の顔や声は臨場感たっぷり。何よりも同学年・同学部の友達の呼びかけは、教師の働きかけよ

りも大きな反応があります。定期的に繰り返し行うことで、友達の呼びかけを期待して待って

くれるようになりました。スクーリングの時も見慣れた顔・声なので、緊張も少なくすぐに仲

良くなれます。学校とつながっていることが実感でき、関わりが担任だけでなく、いろいろな

人へと広がっていっています。 

◇自宅と学校をスカイプでつないだ院内学級での様子から 

医学の進歩に伴い治療の方法も日進月歩です。今は入院しての治療と一時退院をしての経過

観察を何度か繰り返して完治・退院するケースも多くなってきました。闘病中の児童生徒にと

って、学習する時間はとても大事な時間です。今年度初めて、一時退院時に自宅と学校をスカ

イプでつなぎ教科学習を実施しました。学習時間を確保するとともに、学校とつながっている

ことが実感でき児童の学習意欲の向上につなげることができました。スカイプで学習する児童

の表情は笑顔いっぱいとても楽しそうでした。 

 

本校は、県内の肢体不自由教育及び病弱教育に関わるニーズに応じた支援に努めています。県内

どこでも行きます。いつでも、お気軽に御相談ください。 

これからも様々な発信をしていきます。平成２７年度も「きらり」をよろしくお願いいたします。 

秋田きらり支援学校に相談・見学の希望がありましたら、下記まで御連絡ください。 

教頭  石川 純子   地域支援部  佐藤 忠浩   

住所：〒010-1407 秋田市上北手百崎字諏訪ノ沢 3 番 127 

Ｅ-mail：kirarisien@akita-pref.ed.jp 

電話：018（889）8573   FAX：018（889）8575 

「きらり Net」は本校ホームページから閲覧することができます。

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/kirari/index.html 
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